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会議録（概要） 

会議名等 第３回 四街道市子ども読書活動推進計画策定委員会 

年 月 日 令和８年５月１９日（火） 時 間 １４：００～１６：００ 

場  所 四街道市役所第二庁舎第２会議室 

出 席 者 

委 員   村上会長  渡辺副会長  林委員  谷嶋委員 

  水野委員  秋山委員  大塚委員  山田委員 

  下山委員  齋藤委員  水口委員  平田委員  堀委員 

事務局   米村指導課長 猪谷指導主事 田村指導主事 

欠 席 者 ０人 

傍 聴 人 ０人 

委嘱状交付 

   会議次第    

１ 開会 

２ 教育長挨拶、会長挨拶 

３ 議題 

  議題１ 第五次計画の素案について 

  議題２ 策定スケジュールについて 

４ 諸連絡 

５ 閉会 

   会議要旨    

１～２ 会議次第に従い進行 米村課長 

 

３ 議題 

（議題１）第五次計画の素案について 

①家庭における推進方策 

渡辺副会長：所管課について、一番上が主幹課という認識でよろしいか。 

事 務 局：その認識で間違いない。 

②地域における推進方策 

渡辺副会長：本のひろばについて、専任の司書や支援員が配置されているか。 

齋藤委員：わろうべの里は社会福祉課の指定管理となっており、司書等の配置はない。 

     週に１、２回程度市立図書館の司書が訪問している。 

渡辺副会長：指定管理の契約時に希望することはできるのか。 

齋藤委員：できる。検討の余地はある。 

③学校等における推進方策 

渡辺副会長：幼稚園・保育園（所）の方にはどのように周知していくのか。 

下山委員：必要がある際に、市内の幼稚園・保育園（所）に一斉に情報提供している。 

     年に１回程度、全園（所）が集まる機会を作っているため、その場での情報提供も 
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可能。 

村上会長：（１）のリード文の大幅な変更の意図は。 

事 務 局：四次計画で読書活動の基礎ができたという認識。五次計画では、さらに前進できる 

ようにという意図がある。 

水野委員：リード文の内容について、園としても同じ認識でいる。 

秋山委員：リード文の内容について、所としても同じ認識でいる。 

渡辺副会長：司書教諭と図書館主任は並列でないほうが良いのではないか。 

また、司書教諭を１名位置づけることは全校でできているのでしょうか。 

事 務 局：検討していく。位置づけはできている。 

渡辺副会長：有資格者である司書教諭でどうか。 

事務局 ：その表記で進める。 

平田委員：学校司書の配置時間は減っているのか。現場から時間がないと話を聞いている。 

事 務 局：要望はしているが、なかなか増えない現状がある。 

     令和７年度に１校、令和８年度に１校、週３日配置となったが、足りていないので、 

引き続き要望していく。 

大塚委員：事業番号 24の読書タイムについて、「教職員が読書をする」という記載が削除され 

ているが、理由はあるか。 

事務局 ：先生方に強制することが厳しいため、削除した。 

     年度ごとの管理シートでは、状況を把握しながら、先生方へ協力いただく。 

林 委 員：朝の読書タイムは、出席状況や連絡帳の確認が必須となっているため、読書するこ 

とが難しい場合が多い。 

     給食準備中の読書は、いい時間になっている。 

谷嶋委員：安全確認が必須であるため、読書の強制は難しい。その時間に、生徒の表情を見る 

ことも重要。 

前回、外国籍生徒が読める本の提供について発言したが、「多様なニーズ」と記載 

されていたのでありがたい。 

④家庭・地域・学校等間の連携・協力の推進 

水口委員：幼稚園・保育園（所）でのボランティアの状況はどうか。 

下山委員：入っている団体は把握している。 

事 務 局：各学校でご協力いただいているボランティアの把握はしている。 

水口委員：把握したうえで、連携できるように情報発信してほしい。 

堀 委 員：図書館の呼びかけで、ボランティアの情報交換会があった。すごく有意義なもので 

あったが、どの項目に含まれるのか。 

事 務 局：何番にというお答えはできないが、年度ごとの管理シード内には記載していく。 

⑤子ども読書活動に関する 

渡辺副会長：アンケートの回答にあった子どもの意見はすごくよいものだった。子ども主体の企 

画があってもよいと思う。受け身の子が多いと感じる。 
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書店との連携が必要なのではないか。 

事 務 局：検討して、第４回策定委員会でお示しする。 

村上会長：当事者意識が重要。受け身ではなく、自分たちで読書についての取組を作る（発信 

する）ことができるとよい。 

山田委員：読書に関するイベントは児童が前向き。成果も得られていると実感している。 

渡辺副会長：各校の取組を図書館等で発表する機会があるとよいのではないか。 

齋藤委員：昨年度みそら小の６年生が「子ども館長プロジェクト」で図書館を活用した。児童

は、年間を通して総合的な学習の時間で取り組み、夏と冬に図書館でイベントを開

催した。今年度、旭中の１年生になった子たちがプロジェクトの続きで、個人的に

イベントを計画したいと相談があった。 

     大人が環境を作ることが大切だと考える。 

目標とする数値 

渡辺副会長：「貸出冊数」、「１冊の本を読む」の定義を明記したほうがよいのではないか。 

事 務 局：検討して、明記していく。 

下山委員：目標値と実績値がわかりづらい。 

事務局 ：整理して修正する。 

 

（議題２）策定スケジュールについて 

事 務 局：第４回策定委員会の開催日を８月２０日（木）１４時から、第５回策定委員会の 

開催日を１０月１６日（金）１４時からと決定した。 

 

４ 諸連絡  

事 務 局：第４回策定委員会の会場は、市役所２号棟となる。 

 

５ 会議次第に従い進行  米村課長 

 

 

 会議録署名人 


